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摩
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金

子

寛

哉

一
、

は

じ

め

に

筆
者
は
か
つ
て
、
中
国
唐
代

の
浄
土
教
祖
師
の

一
人
で
あ
る
懐
感
の
　ユ
　

『釈
浄
土
群
疑
論
』
に
於
け
る
引
用
経
論
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ

の
中

で
最
も
回
数
が
多
か
っ
た
の
は

『観
無
量
寿
経
』
で
あ
り
、

そ
れ
に
つ
い
で
多
か
つ
た
の
が

『維
摩
経
』
で
あ
つ
た
。
し
か
し

『維

摩
経
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
他

の
稿
を
執
筆
し
た
と

き
に
、
部
分
的
に

触
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
他
の
事
情
も
重
な
り
、
『維
摩
経
』
全

体
に
わ
た
る
検
討
は
つ
い
に
触
れ
る
機
会
も
な
く
其

の
ま
ま
に
な
つ
て

(
2
)

い
た
。
『群
疑
論

』
中

の
引
用
経
論
文
の
確
認
作
業
を
し
た
そ
も
そ
も
の
動

機
は
、
『
群
疑
論
』

で
取
り
上
げ
て
い
る
問
答

の
思
想
的
背
景
を
考
え

る
為
で
あ

つ
た
。
其

の
意
味

で
は
、
論
文
中
に
引
用
さ
れ
る

『維
摩
経
』

の
経
文
其

の
も
の
の
厳
密
な
検
討
は
勿
論
で
あ
る
が
、
其
れ
と
同
時
に

懐
感

の
活
躍
し
た
頃

の

『維
摩
経
』
自
体

の
流
布
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
居
た
の
か
と
い
う
事
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

従

っ
て
本
稿

で
は
以
上
の
二
点
に
留
意
し
な
が
ら

『群
疑
論
』
に
引

用
さ
れ
る

『維
摩
経
』

の
文

の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
う
。二

、
中
国
に
於
け
る

『
維
摩
経
』
の
流
布

『維

摩

経
』

の
中

国

へ
の
訳

出

伝

来

は
凡

そ

次

の

よ
う

に

な

る
。

(1
)

『古
維
摩
詰
経

』

一
巻
厳
仏
調

(後
漢
霊
帝
、
中
平

五
年
、

)

(2
)

『維
摩
詰
経

』
二
巻

支
謙

(呉
孫
権

、

)
月
支
国
人

(3
)
『
異
維

摩
詰
経
』

(異
毘
摩
羅
詰
経
)
三
巻
、
或

二
巻
竺
叔
蘭

(晋
恵
帝

元
康
元
年
、

一
説

玄
康

六
年
、

)

(4

)
『維
摩
詰

所
説
法
門
経
』

一
巻
、

(維
摩
詰
経
、
維
摩
詰
説
不
思
議

法
門

経
、
三
巻
)
竺
法
護

(晋

恵
帝
大
安
二
年

、

)
敦

煌
人

(5
)
『
維
摩
詰
経
』

四
巻

、
祇
多

密

(東

晋
)

(6

)
『維
摩

詰
所
説
経
』

三
巻
、
鳩
摩
羅
什

(姚
秦

、
弘
始

八
年

、

)
亀

慈
国
人

(7
)
『説
無

垢
称
経
』
六
巻
、
玄
奘

(唐
高
宗
永
徽
元
年
、

一
説

貞
観
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年
中
)

(8
)

『聖
無
垢
称

の
説
と
名

づ
け
る
大
乗
経
』
チ

ョ
ン
、

チ

ュ
ル
、

ク
リ

ン

(八
世
紀
頃
)

(9
)
『
刪
維
摩
詰
経

』

一
巻

、
竺
法
護

(自
ら

の
訳
本

の
偈
文

の
刪
略
本

?
)

(10
)

『合
注
維
摩
詰

経
』
五
巻

、
支
敏
度

(晋
恵
帝
代
、
支
謙

訳
を
底
本

に

　

3

　

法
護

、
叔
蘭
訳
を
合
柔
)
。

等
の
諸
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
中

(9
)

(10
)
は
独
自
の
訳
本
で
は
な
く
、
(8
)
も
チ
ベ
ッ

ト
訳
で

『
群
疑
論
』
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
は
其
れ
ほ
ど
直
接
的

で
は
な
い
。
し
か
も

(1
)
か
ら

(7
)
ま
で
の
訳
本
中
、
現
存
す
る

の
は

(2
)
(6
)
(7
)
の
三
本
の
み
で
あ
つ
て
、
其

の
他

の
訳
本
は

既
に
散
侠

し
て
い
て
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

後
に
も
触
れ
る
よ
う
に

『群
疑
論
』
に
引
用
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

諸
訳
の
中
訳
文
な
ど
か
ら
考
え
て

(6
)
の
羅
什
訳
が
中
心
と
な
つ
て

い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な

い
。
何
れ
に
し
て
も
此
の
経
が
、
は
や
く

か
ら
中
国

に
伝
来
し
、
中
国
の
人
士
に
広
く
読
ま
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
素
地
が
出
来
て
い
た
こ
と
は
以
上
の
諸
訳
の
経
綽
か
ら
見
て
も
充
分

推
測
し
得

る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
多
く
の

『維
摩
経
』
の
訳
出
経
典
が
、
中
国
で
ど
の

よ
う
に
受
入
れ
ら
れ
て
行

つ
た
の
か
と
い
う
点
を
こ
れ
ら
の
経
典
に
対

す
る
注
釈
書
等
を
通
し
て
そ
の
概
要
を
把
握
し
て
見
た
い
と
思
う
。
此

の
経
に
対

す
る
注
釈
書
を
先
学
の
論
稿
を
も
と
に
ま
と
め
て
見
る
と
凡

そ

次

の
よ

う

に

な

る
。

(1
)
『
注
維
摩
詰
経
』

八
巻
或

十
巻
、
僧
肇

(2
)
『
維
摩
義
記
』

ス
タ
イ

ン
本

年
頃
)

(3
)
『
維
摩
義
記
』

八
巻

、
慧

遠

(4
)
『
維
摩
詰
経
広
疏
』
十

四
巻
或

二
十

八
巻
、
智
〓

(5
)
『
維
摩
詰
経

三
巻

玄
義

』

二
巻
、
智
〓

(6
)
『維
摩
経
玄
義
』
(浄
名

玄
義
、
浄
名

玄
疏
)
六
巻
、
智
〓

(7
)
『
維
摩
詰
経
遊
意

』

(浄
名
経
遊
意
)

一
巻
、
吉
蔵

(8
)
『
維
摩
詰

所
説
経

疏
』

(浄
名
経
略
疏

)
五
巻
、
吉
蔵

(9
)
『維
摩
経
義
疏

』
(浄
名
広
疏
、
維
摩
経

広
疏
)
六
巻
、
吉
蔵

(10
)

『浄
名

玄
論
』

八
巻
、
吉
蔵

(11
)

『維
摩
経

義
記
』
第
四
、

一
巻
、

ス
タ
イ

ン
本

(12
)

『維
摩
詰

経
義

疏
』
五
巻
、
聖
徳
太

子

(13
)

『維
摩
経

宗
要

』

一
巻
、
元
暁

(14

)
『
維
摩
経
疏
』

(説
無

垢

称
経
疏
)

六
巻
或
十

二
巻
、
窺
基

間

の
著

)

(15
)

『維
摩
経
略
賛

』
七
巻
、
窺
基

(16
)

『維
摩
経
記
』
二
巻
或
三
巻
、
湛
然

(17
)

『維
摩
経
広
疏
記
』
六
巻
或

三
巻

、
湛
然

(
4
)

(18
)

『浄
名
経
集
解

関
中
疏
』

二
巻
、
道

液

等
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
ま
だ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
以
上
の
注
釈
疏

の
書
名
に
依
つ
て
見
て
も

『群
疑
論
』
著

作
当
時
の

『維
摩
経
』
の
流
布
状
況
が
あ
る
程
度
推
測
さ
れ
る
の
で
は
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な
い
か
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
訳
経
並
び
に
注
釈
、
講
経
に
よ
る

『維
摩
経
』
の
流
布

が
、
や
が
て
絵
画
化
さ
れ
、
「維
摩
変
」
と
な

っ
て
流
布
し
て
行

つ
た

事
も
既
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
日
最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
敦
煌

石
窟
に
お
け
る

「維
摩
変
」
は
階
代
が
上
限
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
前

の

　
　
　

も
の
は
見
ら
れ
な
い
と

い
う
。

し
か
し
、
中
国
本
土
の
方
で
は
早
く
か
ら
此
の
経
が
顧
榿
之
に
依
つ

て
描
か
れ

て
い
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
伝
承
の
信
慧
性
そ
の
も
の
は

と
も
か
く
、
そ
の
変
相

の
人
物
像
が
南
朝

(建
康
府
)
風

の
画
図

で
あ

る
点
で
は
異
論
が
無

い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
此
の
経
の
絵
画
化
さ

れ
た
も
の
は
北
方
の
雲
崩
石
窟
第
六
洞
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
衣
服
の
様

式
は
北
朝
人
士
風
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
で
い
て
南
朝
系

の
維

摩
像
と
も
無
関
係
で
は
な
い
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で
、
南
方
の
も
の

　
　
　

が
北
方
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
説
が
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
こ
の
維
摩
像
が
中
国
の
梁
代

(8
b。
～
蜜
刈)
に
は
既

に
変
相
図
化
さ
れ
、
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
前
述

し
た
注
釈
、
講
説
の
流
布
年
代
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
と
、
浄
影
寺
慧

遠
の

『義
記
』
や
、
天
台
智
〓

が

『広
疏
』
や

『玄
疏
』
な
ど
を
著
作

し
て
盛
ん

に
弘
め
て
い
た
時
期
と
場
所
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

此

の
よ
う
に
絵
画
化
さ
れ
た
変
相
図
が
其
の
後
中
国
の
統

一
勢
力
が

敦
煌

へ
及
ぶ
よ
う
に
な
つ
た
頃
か
ら
石
窟
中
に
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
盛
唐
期
の
維
摩
変
に
ま
で
展
開
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
つ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
た
だ
変
相
図
独
自

の
展
開

の
み
な
ら
ず
、
智

顕

の
後
に
続
く
、
吉
蔵
、
元
暁
、
窺
基
、
湛
然

な
ど
の
著
作
、
講
説
の

活
動
と
も
密
接
に
関
わ
つ
て
い
た
も
の
と
考
え

て
其
れ
ほ
ど
不
自
然
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『群
疑
論
』
に
於
け
る
引
用
が
、
此
の
よ
う

な
気
運

の
な
か
で
、
し

か
も
唐
の
都
長
安
に
お
い
て
行
わ
れ
た
問
答

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念

頭

に
お
い
て
考
え
て
見
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

三
、
『群
疑
論
』
に
於
け
る

『維
摩
経
』

の
引
用

次
に

『群
疑
論
』

の
中
に
引
用
さ
れ
る

『維
摩
経
』
の
文
と
経
典
自

体

の
文
を
対
照
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
論
文
と
経
文
を
共

に
掲
示
す
る
事
は
本
稿
に
お
い
て
は
望
め
な
い

の
で
他

の
機
会
に
譲
る

こ
と
と
し
、
今
回
は
論
文
の
章
目
名
と
経
文
の
品
名

の
み
を
掲
示
し
相

互

の
関
連
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
対
照
を
示
す
と
凡

そ
次

の
よ
う
に
な
る
。

【1

】

<総

標
身
土
章
>
浄
6

・
5
頁
下

。

(答

)
巻
下

、
見

阿
〓
仏
品

【正

上
】

【2
】

<総

標
身
土
章
>
イ
浄
6

・
5
頁

下
。

(答
)
巻
中

、
佛
道
品
第

八
偈
文

【正

上
】

<総

標
身
土
章
〉

ロ
浄
6

・
5
頁
下
。

(答

)
巻
中
、
文
殊
師
利
問
疾

品

【正

中
～
下
】

<
総
標
身
土
章

>

ハ
浄
6

・
5

頁
下

。

(答

)
巻
下

、
香
積
仏

品

【
正
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中
】

【3

】
<総
標
身
土
章
>
浄
6

・5
頁
下
。

(答
)
巻
上

、
佛
國
品

【正

下

】

【4

】

<
有

漏

亦

浄

章

、

イ

、

体

穢

相

浄

>

浄
6

・
12

頁

上

。

(答

釈

)

巻

上

、

佛
國
品

【正

下
】

【5

】

<有

漏

亦

浄

章

、

ロ
、

正

会

維

摩

>
浄

6

・
12

頁

上

。

(問

)

巻

上

、

佛

國
品

【正

下
】

【6

】

<有

漏
亦

浄

章

、

ロ
、

正

会

維

摩

〉

浄
6

・
12

頁

下

。

(答

釈

)

巻

上

、

佛
國
品

【正

中
】

【7
】

<安
師
三
句
章
>
浄
6

・
13
頁
下

。

(答
釈

)
巻
上
、
佛
國
品

【正

下
】

【8
】
<体
穢
現
浄
章

>
浄
6

・14
頁
下
。

(問
)
巻
上

、
佛
國
品

【正

下
】
【9
】

<有
相
趣
求
章
>

イ
浄
6

・
15
頁

上
。

(問

)
巻
中
、
問
疾
品

【正

中
～
下
】

<
有
相
趣

求
章
>

ロ
浄
6

・
15

頁
上
。

(
問
)
巻

中
、
観

衆
生
品

【正

中
】

【
10

】

<有

相
趣
求

章
>

イ
浄

6

・
16
頁

上
。

(答

釈
)
巻

上
、
佛

國
品

【正

下
】

<
有
相
趣

求
章
>

ロ
浄
6

・
16
頁

上
。

(答

釈
)
巻

上
、

佛
國
品

【正

下
】

<有
相
趣

求
章

〉

ハ
浄
6

・
16
頁

上
。
(答

釈
)
巻
中
、
文
殊
師
利
問
疾

品

【正

下
】

<有

相
趣
求

章
>

ニ
浄

6

・
16
頁

上
。

(答

釈
)

巻
上
、
弟

子
品

【正

中
】

【11

】
<
世
諦
往
生
章
>
浄
6

・
19
頁
上
。

(答
釈
)
巻

上
、
佛
國
品

【正

上
】

【12

】
<
世
諦
往
生
章
〉
浄
6

・
19
頁
上
。

(答
釈

)
巻
下
、
見
阿
〓
仏

品

【正

上
】

【13

】

<世
諦
往
生
章
>
浄
6

・
19
頁
下
。

(答

釈
)
巻
下
、
見
阿

〓
仏

品

【正

中
】

【
14

】

<
仏
来
不
来

章
>
浄
6

・
20

頁
下

。

(問

)
巻
下
、

見
阿

〓
仏
品

【正

上
】

【15
】

<
仏
来
不

来
章
>
浄
6

・
21
頁
。

(答
釈

)
巻
中

、
問
疾

品
第
五

【正

中
】

【16

】

<仏
具
諸
願
章
>
浄
6

・
30
頁
上
。

(答

)
巻
下
、
菩
薩
行

品

【正

上
】

【17

】

<不
動
此
浄
章
>
浄
6

・
33
頁

上
。

(問
、
答
釈
)
巻
上
、
佛

國
品

【正

下
】

【18
1
1
】

<当
今
仏
法
章
>
浄
6

・
48
頁

下
。

(問
)
巻
下

、
香
積
仏
品

【正

上
】

【18
-
2

】

<
当
今
仏
法
章

〉
浄
6

・
49

頁
上
。

(答
釈

)
巻
下

、
香
積

仏
品

【正

中
】

【19
】
<念

仏
除
魔
章
>
浄
6

・53
頁
上
。

(答
)
巻

上
、
菩
薩

品

【正

上
】
【20
】

<念
仏
除
魔
章
>

浄
6

・
53
頁
下

。

(答
)
巻
中
、
不

思
議
品

【正

上
】

【21
】
<唯

勧
西
方
章
>
浄
6

・64
頁
下
。

(答
釈
)
見
阿
〓
仏
品

【正
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下
】
【22
】

<退
位
欣
浄
章
>
浄
6

・
66
頁
。

(問
、
答
釈
)
巻
下

、
香
積
仏
品

【正

上
】

【23
】

<
退
位
欣

浄
章

>
浄
6

・
66
頁
下
。

(答
釈
)
巻

下
、

香
積

仏
品

【正

上
】

【24
】

<退
位
欣
浄
章

>
浄
6

・
67
頁
上
。

(答
)
大
集
経

の
中

に
引

用
さ
れ
る

維
摩
経

で
あ

っ
て
維
摩
経

そ

の
も
の
の
引
用

で
は
な

い
。

「大
集
経
」

丁

の
全
文
。

【25
】
<
二
乗

不
生
章
〉
浄
6

・75
頁
下
。

(答
)
巻
上
、
弟
子
品

【正

上
】

【26
】
<清
泰

國
土
章
〉
浄
6

・78
頁
下
。

(答
)
巻
中
、
佛
道
品

【正

上
】

【27
】
<極
楽

無
苦
章
>
浄
6

・80
頁
下
。

(答
)
巻
上
、
弟
子
品

【正

中
】
【28
】

<
極
楽
無

苦
章

>
イ
浄
6

・
82
頁

上
。

(答

)
巻
下

、
香

積
仏
品

【正

上
】

<極
楽
無
苦
章

>

ロ
浄
6

・
82
頁
上
。

(答

)
見
阿
〓
仏

品
第

【正

中
】

【29
】

<是
心
作
仏
章

〉
イ
浄
6

・
83
頁

下
。

(答

)
巻
上
、
佛

國
品

【正

下
】<是

心
作
仏
章

>

ロ
浄
6

・
83
頁
下
。

(答
)
巻
上
、
弟

子
品

【正

中
】

今
此

の
対
照
表

に
よ
っ
て
見
る
と
、
『群
疑
論
』
七
巻
中

一
、

二
、

四
、
五
、
六
の
各
巻
に
亘

っ
て
用
い
ら
れ
、
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
は

三
、
七
巻
の
両
巻
だ
け
で
あ
る
。
又

『群
疑
論
』
の
章
目
名
に
よ
っ
て

も
ほ
ぼ
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
第

一
巻
に
於

け
る
引
用
は
仏
身
仏

土
に
関
わ
る
文
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。
此
の
点
に

つ
い
て
は
前
述
し

た
拙
稿
に
お
い
て
も
多
少
ふ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
懐
感
が
自

ら
の
浄
土
論
を
構
築
す
る
為
の
経
証
と
し
て
提
示
し
た
経
文
の
所
在
を

確
認
し
た
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
こ
う
し

て
引
用
文
を
経
文
と
併

せ
て
見
る
と
、
『維
摩
経
』
そ
の
も

の
が
如
何
に
広
く
用

い
ら
れ

て
い

る
か
が
わ
か
る
。
又
表
中

の

(答
)
は
懐
感
が
経
証
と
し
て
用

い
た
こ

と
を
示
し
、
(問
)
は

『維
摩
経
』
の
説
を
基
に
疑
問
を
提
示
し
た
こ
と

を
、
そ
し
て

(答
釈
)
は
提
示
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
そ
れ
に
答
え
、

通
釈
す
る
た
め
に
経
文
を
引
用
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
意
味
で
右
の
表
を
見
る
と
明
ら
か
に
疑
問

を
提
示
し
て
い
る
の
は

対
照
表
の

(5
)

(8
)

(9
)

(14
)
(17
)
(18
)
番
で
あ
り
、
又
自
ら

の
経
証
と
し
て
用

い
た
の
は

(1
)
(2
)
(3
)
(16
)
(19
)
(20
)
(24
)

(25
)
(27
)
(28
)

(29
)
番

の
各
項
と
言
う
こ
と

に
な
る
。
更
に
提
示

さ
れ
た
疑
問
を
通
釈
す
る
た
め
に
経
文
を
示
し
た

の
が

(4
)

(6
)

(7
)
(10
)

(11
)
(12
)

(13
)

(15
)

(17
)

(18
)
(21
)

(22
)

(23
)

(26
)
番
で
あ
る
。

今

こ
れ
ら

の

一
々
に
つ
い
て
細
説
す
る
い
と
ま
は
な
い
が
『維
摩
経
』

の
説
を
根
拠
に
当
時
の
浄
土
教
に
対
し
て
疑
問

を
提
示
し
た
要
点
を
あ

げ

て
見
る
と
凡
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。
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(5
)
は
仏
国
品
の

「随
其
心
浄
即
仏
土
浄
」
の
文
、
(8
)
は
仏
国

品
の

「衆
生
罪
故
不
見
如
来
仏
土
厳
浄
」

の
文
、
(9
)
は
問
疾
品
の

「諸
仏
国
土
亦
復
皆
空
」
の
文
、
及
び
菩
薩
が
衆
生
を
観
ず
る
の
は

「讐

如
幻
師
所
幻
人
」
の
文
、
(14
)
見
阿
閤
仏
品
の

「我
観
如
来
、
前
際
不

来
、
後
際
不
去
、
今
不
住
」
の
文
、
(18
)
は
香
積
仏
品
の

「菩
薩
八
法

成
就
於
此
世
界
行
無
瘡
疵
生
於
浄
土
」
の
文
、
で
あ
っ
て
、
そ
の
疑
問

点
は
た
だ
単

に
仏
国
品

の

「随
其
心
浄
即
仏
土
浄
」
の
浄
土
に
関
す
る

物

の
み
で
な
く
、
今
見
た
よ
う
な
仏
身
、
往
生
、
衆
生
、
行
法
と
広
義

に
亘
る
疑
問
を
提
示
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
逆
に
こ
れ
ら
の
文
は

(1
)

(2
)

(3
)
の
総
標
身
土
章

の
中
で
、
仏
身
仏
土

の
説
を
建
て
る
た
め
の
経
証
と
し
て
自
説

の
中
に

取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
ら
の
説
を
支
持
す
る
た
め
の
経
証
と

し
て
用
い
た
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は

(26
)
仏
道
品
の
説
で
あ
る
。

此
の
清
泰
国
土
章
で
は

『鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
』
に
基
付
き
、
阿
弥
陀

仏

の
極
楽
を
清
泰
国
と
し
、
阿
弥
陀
仏
に
父
母
あ
り
と
す
る
。
此

の
説

は
道
綽
、
迦
才
等
も
既
に
取
り
上
げ

て
い
る
の
で
あ
る
が
そ

の
釈
に

『維
摩
経
』

の
文
を
経
証
と
し
て
用

い
た
の
は
之
が
姶
め
て
の
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事

の
み
で
は

一
概
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『群

疑
論
』
に
お
け
る

『維
摩
経
』
は
浄
土
教
に
対
す
る
疑
問
を
提
示
す
る

根
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
懐
感
に
と

っ
て
は
浄
土
教
を
支
持
す
る
経
証

と
し
て
用
い
う
る
経
典
で
も
あ

っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
『
群
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
た

『維
摩
経
』
の
文
を

『維
摩
経
』

自
体

の
説
相
に
準
じ
て
そ
の
引
用
回
数
を
前
述
し
た
対
照
表
の
番
号
に

準
じ
て
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1

、

佛

國

品
3

、

4

、

5

、

6

、

7

、

8

、

10

Y
11

、

17

、
29

2

、

弟

子

品

10

、

25

、

27

、

29

3

、

菩

薩

品

19

4

、

問

疾

品

2

、

10

、

9

、

15

5

、

不

思

議

品

20

6

、

観

衆

生

品

9

7

、

佛

道

品

2

、

26

8

、

香

積

仏

品

2

、

18

-

1

、

18

-

2

、

22

、
23

、
28

9

、

菩

薩

行

品

16

10

、

見

阿

閤

仏

品

12

、

13

、

14

、

21

、

28

11

、

大

集

経

に
引

用

さ

れ

る

維

摩

経

之
に
よ
っ
て
み
る
と
最
も
多
く
引
用
さ
れ
る
の
は
仏
国
品
の
「=
回
」

で
あ
り
、
香
積
仏
品
と
見
阿
閤
仏
品
の
各

「6、
回
」
で
あ
る
。
そ
れ
に

次
ぐ
の
が
弟
子
品
と
問
疾
品
の
各

「4
回
」
で
あ
り
、
そ
し
て
仏
道
品

は
2
回
、
不
思
議
品
、
観
衆
生
品
、
菩
薩
行
品
各
1
回
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
文

の
も
つ
個
個
の
意
味
に
つ
い
て
は
兎
も
角
、
経
文

全
体
が
十

四
品
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

『維
摩
経
』
中
、
全
く
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
の
は
方
便
品
、
入
不
二
門
、
法
供
養
品
、
嘱
累
品
の
四
品

の
み
で
そ
の
他
は
文

の
多
少
は
兎
も
角
全
て
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
当
時

『維
摩
経
』
が
広
く
流
布
し
、

ま
た
読
諦
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
と

め

以
上
、
『
群
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
た
経
文
を
通
し
て
、
唐
代
初
期
に

『
維
摩
経
』

が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
浄
土
教
信
仰
と
ど
の
よ
う
な
部

分
で
関
わ
る
の
か
を
極
め
て
概
略
的
で
は
あ
る
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
う
。
本
来
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
浄
土
教
信
仰
と
関
わ
り
を

持

つ

『維
摩
経
』
の
経
文
に
対
す
る
諸
師

の
説
も
幅
広
く
検
討
す
べ
き

で
あ
っ
た
が
紙
幅

の
関
係
も
あ
り
割
愛
し
た
。
此

の
点
に
つ
い
て
は
…機

を
改
め
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1

(
イ
)
「繹
釈

浄
土
群
疑
論

の
引
用
経
論
文

に

つ
い
て
」
『印
仏
研
究
』

号

、

(
ロ
)
、

「群
疑
論

引
用
経
論
文

の
検

討
」
『
仏
教
論
叢
』

号

、

2

「懐
感

の
浄
土
観
」

『浄
土
宗
學

研
究

』

号

、

3

『仏
解
』

頁

a
～

b
参

照

。

4

こ

の
表

は
註
3

の

『
仏
書
解
説
』

を
中

心
に
、
そ

の
他

の
書
を
参
照

し

て
ま
と

め
た
も

の
で
あ
る
が
不
充
分

な
も

の
で
あ
る
。
大
鹿

実
秋
著

『維

摩
経

の
研
究
』
収

「維
摩
経
末
註

の
系
譜
」
を
参
照

い
た
だ
き
た

い
。

5

藤
枝
晃

「維
摩
経
変
の
系
譜
」
『東
方
学
報
』

冊

、

頁

、

6

注
5
、
藤
枝

稿

頁
参

照
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

群
疑
論

、
維

摩
経
、
懐
感

(大
正
大
学
助
教
授
)
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